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　 コ ナ ラ 属 　（Quercus　 SPP ．，Oak ） は 植物 分 類学 上 ブ

ナ 科 （Fagaceae ，
　bcech 　 family ＞　に 属 し，本邦 に は 落

葉型か ら な る コ ナ ラ 亜 冒 （Lepidbalanus ）　と常録型 の

ア カ ガ シ 亜属 （C 》
「
clobalanepsis ）力竃分布 して い る ．両者

と も家 貝 の 材科 ，木 炭 や しい た げ の 原木 と して ，あ る い

は どん ぐ りの 末 と して ，古 くか ら親 しまれ て い た樹木で

ある，北 ア メ リ カ や ヨ
ー

卩
ッ

パ など北半球邏帯地方に 広

く分布 し
m
，本邦 で も至 る と こ ろ に み られ る．昔 は 拒 摸

台地 を 覆 つ て ， シ ラ カ シ （Q 、myrshladblia ＞ が 生育

して い た と い わ れ る が ，今 は コ ナ ラ （Q，serrala ） や ク

ヌ ギ （Q ．acutis ミim諭 などの 蕩葉型 が い わ ゆ る 雑木 林

の 大 半 を 占 め ，しぼ しば 續 生 を 他 に 噎先 し て ，縫林 の 形

成 も珍 ら し くな い ．

　 コ ナ ラ 属花粉症 に つ い て ，W 〔｝dehouse 著，　「Pollen

Grains 野 を引用す る と ， 1922年 IC　 Ha ｝1 は 米国 力 iJホ

ル ニ ア 州で は ， コ ナ ラ 属 の 多 くの 種類 は 花齢症 の 原因 と

L て ，ほ と ん ど あ る い は 全 く重 要 性 が な い と い つ て い る

が
ε｝， 1926年 に Ba ！yeat は オ ク ラ ホ マ rh 近S＄tで は ，

　 Q ・

marilandica 　が
3｝， ユ927年 に Chamberlain は Q ．

Garyana が 西 オ レ ゴ ン 州 に お い で
｝

， それぞれ枯草熱

を起 こ して い る と い つ て い る ．Wodehause は コ ナ ラ 属

花粉 は 明らか に 枯草熱 を 起 こ す ，しか し夥 しい 空中 花 粉

量 に 比 し，期待 され る 程 の 花粉産は 存在 しな い と記載 し

て い る
t
｝．

　 本邦 に お い て は 1958年 に 発行 され た 成書　「ア レ ル ギ

ー
」 に 石 崎 は 花 粉 ア レ ル ゲ ン と考 え られ る 植勤 と し て 27

種を挙げ，　 こ の なか に ク ヌ ギ （Q、acutisima ） も含め

て い る
Sl
，杉本1ま1959年 に ス ギ 花窃 と と もに ， ク ヌ ギ お

よ び コ ナ ラ で ウ サ ギ を感作し ， 実験 的 に 角結腺炎を起 こ

す こ とに 成功 して い る
e ）．臨床的 に は 信 太 ら は 1965年 に

発表 した Grass 　Pollinosis に 附記 して， 米国 製 whlte

  ak に よ る 皮 内反応成績 を 載せ て い る
7 ］．

　 国 立 椡 模 原 病 羨 ア レ ル ギ ー・セ ン タ
ー

で は ， 空中 花

粉成績 か ら， そ の 花粉数 の 著 し く多 い こ とに 注 巨ぴ
；，

1967年 以 来，コ ナ ラ あ る い は タ ヌ ギ 両 花 粉 エ キ ス で 皮 内

反応を行 な い ，1969年 6 月 に 新 ら し く，こ れ ら 花粉 ニ キ

ス を 作製 し， ア ラ カ シ （Q ．glauca ＞の 花樹 エ キ ス を 加

えて 以来，1まぽ 2 ヵ 月間 に 花粉韓曝恵5 例 を含め て ，計

6 例 の コ ナ ラ 属花粉に 反応す る症 銅 を 痊験 し．た ．コ ナ ラ

属 の 各種の 花粉 の 大気中濃鹿 に は か な りの 普 が あ り，ま

た こ れ ら花貌 エ キ ス の 抗原｛生に も 多少の 相違があ る よ う

で あ る が ，と くに 他 を 圧 して 強 い もの は な い の で コ ナ ラ

屈花粉症 で 総括 し た ．本邦 に お け る これ ら樹木の 分布は

広 くか つ 密 で あ り，大 気 中 花 粉飛 散 量 も 多 い こ とか ら，

疫学的 に も重要な疾 病 と考 え られ る の で ， コ ナ ラ 属花粉

に よ る 皮内反応 ， そ の ほ か の 検査成績お よ び 症 例 に つ い

て 報告す る ．

方　法

　対象は 国 立相謨原病 院 ，ア レ ル ギ ー・セ ソ タ ーを訪れ

た ア レ ル ギ ー
性疾憩患者 で あ る ，皮 内反応 そ の ほ か の 検

査 iこ 使 用 した 抗原 エ キ ス の 種類 は 年 嘆，季節 に よ り異 な

るが ， 1969．年 7月 か ら 4 ヵ 月 間は 花粉27種 ， 真菌 正3種 ，

そ の ほ か 室内塵，ダ ニ ，キ ヌ その ほ か の 動櫨物性線雑 ，

食晶 な どで ， 烏居薬品採式会祉 ， 米 国 の Hollister−Stier

社 の 製品 お よ び 自家製 の もの で あ る ，な お こ れ ら エ キ ス

の 全部 を全 て 対象 憲者 に 使用 した わ け で は な い ．こ の 期

間 の コ ナ ラ，ク ヌ ギ，ア ラ カ シ の 花粉 エ キ ス は 自家製 で

あ る ，

　 自家製花粉 エ キ ス の 調製法

　1＞ 開花直前 ま た は 開花中 の コ ナ ラ 属樹木 の 技 を折

り，ピ ン に 挿 し，毎朝技を 叩 い て こ 蔭れ る 花粉を 集 め，
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0．075  の 蕚む こ か け，狭 雑 物 を除 い て 保存す る ．

　2） 花粉を エ
ー

テ ル で 説脂 し，乾燻畿秤 量，花甥 19

に つ きO．15M 　 Na
，
HPOa 　10m1 を 加 え ，

6 時間室温，24

時 間承室 に 放置 し，蒔 々 振 撮 して 抽出， ザ イ ツ 顳過 器

を 通 し て
， 50落 グ ソ．セ Il ン を 等量 加 え ，

1 ： 20ニ キ ス と

し，蛋白窒素景を溺走 して 保存す る ．蛋 白 窒素量 の 偵 は

表 1 に 示 す ．

　 皮内反応 に は 航原 エ キ ス を 1 ： 1，000iこ し て 捷用 し，

劉 定 は 石 貯
li

こ 従 つ た ．そ の 蘭｛直は 10倍数稀釈 に よ り決

定 した 、

　 点眼．点鼻試験 は 1 ： 100，1 ： 400 ， 1 ： 1、60C の

エ キ ス を 絹 い て ，発赤，そ う よ う悪，鼻灘，く しや み な

どで 判定 し た ，

　吸 入 試 験 は 抽 出 識 1 ： 100の エ キ ス を 用 い ， 1 秒 諦活

量 15％以上 の 浚少 を 陽琶 と した ，

　 PK 反応 は 被換 者血 清 を そ の ま ま，あ る い は 2 ， 5 ，

25．　 125倍 に 稀 穀 し，PK 受容者 （皮内反 応陰性 の 人）

の 前麗 ま た は 背中 に ，各 O ．lml 皮内注射 し，24〜48時

間簽 に
， 1 ： LOOC の エ キ ス を 約O，02ml ， 阿 じ擾所 に 重

ね て 皮内注離 L．， 判定す る ．

　 中郵試験 は 按検者血 溝 と被 検抗環 エ キ ス の 1 ： 500 あ

る い は 1 ： ユ．O｛OtDエ キ ス を 等量混ぜ ，各 0．1ml を P

K 受容者 に 皮内注射す る ．こ の 芻 合図 1 に 示 す よ うに ，

1 穂 目 注 射 （廱 清 ・抗原 混 合液）　⊂中和 〕．

巫 浦 ＋ 耗 原 A ■ o ■

彑 冫責 ＋ 抗 原 3 ● ● ●

垂 済 ÷ 抗 廩 6 ● ● ●

責
｛、
爆

ムロ
「
乙 ■ ● o

2 回 目 注 射
’
統 簾 ）　 　睡 発ユ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

　 　 　 　 拓 療 盛　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 原 5

E ，

●

●

●

図 1 ．中 和 試 験 の 方 法 ．

oo

■

■

1

抗 原、c

o

■

●

●

各抗凉 ・壷 清混合液 に つ ぎ， 按倹抗凉 の 数だ け ， 横 （ま

た は 縫 ） に 1 列 に 注離す る．阿 時 に 対称 と し て の PK 反

応 用 に 2 倍稀毅 血 清 も皮 内注射す る、24〜48時間後｝こ 各

抗原 の 1 ： 1，0CO エ キ ス を 今度 は 綾 （ま た は 横 ）に 1 列

表 ユ　 コ ナ ラ 罵 花 粉 工キ ス に よ る 皮 内 反 応

釋 　 類 講 製 番 号
PN ＊

（γ CC ）
期 閻 th検 者 数 嵩 轢 者 数

鶸 性 率

　 （％ ）

ユ

1，002

．502
．50

Aug ．　 ’67〜Apr ．　 ’68

A｛ay ．’68〜SeP し 　
’
68

0ct，　’68〜De ⊂．’68

247

ユ30178

851　

ー

ユ

3．211

．56

．2

’！’’
499凵

り臼
　

ら

D

ラ
、「｝尸」

轟 ：：蠶 ：：lli
Aug 。ノ67〜OCt ．69

1192Dl

計

31　

2

2 ．510

．4

875 58 6 ，6

ク 　 飛 　 ギ

12

つ
」

3．06

2．85

Niay ．　68〜Sept ，　
’
68

Jan．　
’
69〜Jun．　

’69

JuL　　’69〜Oc 【・　
’69

527620

ユ

計 三Vlav ．’68〜Oct ．　 ’69　　　i329

4　 　i　 7 ・7

4 　 　 i　 5 ．3

19 　　 i　　 9．5
　　 、− i　 ．−
27 　 　 i　 8 ，2

ア ラ カ シ 1 …
　　　1．99　　　…　　Jul， ’69〜Oct ．　 ノ69 254 36 ヱ42

wllite 　oak

（米 鼠 製 、
1 Jun．　

’69〜Sep し　
’69 81 4 4，9

＊ PN ： 皮 内 反 応 に 使 絹 し た ユ ： 1CIOOの 稀 稗 液 の 蛋 甫 窒 素 量 を 示 す ．
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に 前 回 注 射 跡 に 重 ね て 0．02・nl 皮 内住射す る ． 15〜30分

後 に 判定す る ．

成 　績

表 2 　 ア ラ カ シ 花 粉 エ キ ス に よ る 皮 内 反 応

　 1）　 皮 内反 応

　 コ ナ ラ
，

ク ヌ ギ ，
ア ラ カ シ お よ び whi 電e　Dak （Q ．　 a ］ba）

の 花扮 エ キ ス に よ る 皮内反応 の 成績 を 表 1 に 示す ，

　調製番号 の コ ナ ラ 1
，

2
，

ク ヌ ギ 1
，

2 は 葛屠薬晶 洙

式会社製， コ ナ ラ 3 ，
ク ヌ ギ 3 お よび ア ラ カ シ は 自家製

で ，white 　 eak は Ho 】1ister−Stier 社製 で あ る． 使用

した エ キ ス の 濃変 ば コ ナ ラ で 1・tig．　67年 8 月か ら 9 力 年間

は 蛋 白 窒素 量 1 “／　i
’
ml で あ る が，ほ か は 全 て 1 ： LDQO

の エ キ ス を 使用 しk ．そ れ ぞれ の 蛋 白 窒素量 は 裘 に 示 し

て ある が ， コ ナ ラ 2 と ク ヌ ギ 2 は グ 丿セ リ ン を含 ま な い

もの で ，white 　oak と と もに 蛋 白窒 素 量 も混 定 して い な

い ．

　 i） コ ナ ラ

　 1967年 8 月か ら翌 1968年 4 月まで は 247伊蕋中わずか 8

例 （ 3．29e）に 皮 内反 応 陽 性者 が 認 め られ ， 同 じ エ キ ス

の 1 ： LOOO （PN ； 2．5γXml） に した と こ ろ 1968年

5 月 力・ら同年 9 月 きこ 二ま　130伍」哩115 ｛ヲ彗　（1ユ、596）　1こ ，　1969

年 1 月 よ り同年 6 月 ま で は グ リ セ 屮 ソ を 含 ま な い 1 ：

1，000の エキ ス を使用 し，　 119鯛中 3 例 （2 ．5弩） に ，

同 年 7 月 よ り正O月 まで は エ キ ス を変え て ， 2〔且 例 中，ヨ

例　（10．4％）　に二，　
・
合言卜　875伊1中58鍔　（　6．6％）　命：：陽性三者

が み られ た ，

　 ii） ク ヌ ギ

　1968年 5 月 よ り同 年 9 月 ま で は 52例中 4 弼 （ 7．7％）

に ，1969年 1 月 よ i）6 月まで は グ リ セ リ ン を含 ま な い エ

キ ス で 76例中 4 倒 （5 ．3％） に ，同年 7 月 よ りIO月まで

昏よ 201f殉にト19汐窘　（　9．5％ ）　i：．，　合言十
．329伊i；ID 診丁争蕚　（　6 ．2

％）陽性者 炉 み られ．た ．

　 iii）ア ラ カ シ

　 1969年 7 ∫3カ・ら 同年 IO月ま で，　254例iこ ，
1
ア ラ カ シ 7JE

粉 エ キ ス を使用 し，36例 （13．4％） に 陽性が 示 され ナこ 、

翌年 7 月 ま で の 毒 月の 皮 内反応の 結 果 を 謁べ ，衰 三に 示

し た ．エキ ス を調整 した 直後 の 7 月｝こ．は 20．5駕 と もつ と

も高 い 陽 性 率 を 示 し，8 月 に it15 ．4％， 9 月 に は IO ．3％

と竣 々 低
．．
Fして い る が ， 10月 に は U ．3弩 ， 12月に は 19，4

％と湯性率 の 上 昇 が み られ て い る ，しか し次 第に 陽性率

は 低下 し，1970年 の 6 月，7 月に なつ て も上 昇・して い な

被 検 者 数 　　 陽 性者 数
湯 性 率

　（％ ）

1969 ． 7月

89101

ユ

12

唱

5278

踟

4152

GV88

ー

ラ一

〇

　

　

1
　

　

1

20．5

ユ5 ．410

．3

ユ3．84

．9

ユ9．4

1970．　 1

　 　 　 2

　 　 　 3

　 　 　 4

　 　 　 5

　 　 　 6
　 　 　 7

5
　

39

　
6
　
9
　
ユ

　
6

4456666 4524421 8．9

ユ1．63

．46

ユ

5．83

．31

．5

計 756 70 9．3

コナラ鳳遣粉陽往例 ｛驚 倒 ）　　 　　 　　　 　　 　　 　同簸署全癧…｛
…、12 ；コ…千｝・；〕

　　　　　　5σ　 剄 　　 　　ヨさ　 t’。

ア　ラ　カ　　ン　　
tttt’t“iltt　

tttt〆ノ！tt！
　 　 　 r 　

： 　ナ　 ノ ー

ク　 ヌ

  匡雪
プ タ フ サ＝
ダ 　 ニ 1＝ ＝ ＝ コ

ン ロ サ ＝

ス 　 　ギ に＝ ：コ

室 店 塵 匚 ：＝ コ

カ払 ゲラに＝ コ

又 ス キ ；

ケ ヤ 干 广
一一

「

Csr：eld．a …　 ・

チカラ ヲπ 匚＝ コ

千 　 ヌ コ

触 ¢酬 ・にコ

フ z マ ツ 白・

ア π フ
’
ン ：コ

点…画 漉 1コ
P甑 iiii識 自

繍 凱 詣

　 函 2 ．

反 応，

1ダ 　 ニ に＝ ＝ ＝ コ

腟 内 鬘 一
t　　　　　　　　　　　　　　
iC3孀 晦 ：＝ ＝ ＝＝ ：コ

1 ヨ モ lt ＝ ＝ ＝＝ コ
ニ　 　 　　 　 　 　
i7タ 簿 ：＝ ＝ コ
1i
”
’

鵞 ザ ＝ ＝ コ
　　　　　　　　

　
ヒ ”’ガ マ 匚＝＝ コ

ス 　 t ＝ コ

．　 　．．，1　 』
r 　　　　冫

「
ト
＿一一一！l

チカラ シ
．
パ 匚：：コ

：，モ ゴ牢 コ

ア ラ カ 海 澀

ス ス キ 匚コ

苅 ナム 方 ＝コ

煙 er5；Eus口

齲 ノワ ヨ’し’：コ

こi諭 躍 ．、…走 コ

伽 、，…、 白　　　　＋

i∵調
l＿　 　　 　 　 　　

「’ericllE ： ：・」
．｝．n マ　 」．・」 s 　．ノ 凵

コナ ラ 属 と そ の イ也の 抗 康 工キ ス に よ る tl　K ｝彎

い ．

　iv） white 　 oak

　1969年 6 嬬か ら 9 月 ま で 1吏用 し， 81垂霜中 4 ｛タま　〔4．9
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表 3　 コ ナ ラ 属 花 粉 エ キ ス に よ る 皮内 反 応陽 性例
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注 ）数 字 は 皮 内反 応 の 閾値 を 10の 指数 で 示 し た もの で あ る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

64−（922） 花 湧 症 に 麗 す る 研究

％） に ．性 が み ら れ た ，

　以 上 の よ うに 皮 内反応 の 成漬 に は 1まらつ きガ 多 く，い

ず れ を信 弔す る か に は 既 迄 が 多 い ，そ こ で 新 し い エ キ ス

を使用 した ig6q年以降 4 ヵ 月間 の 成蜑，こつ い て 摂討す る

こ とに し た ．

　 2）　 コナ ラ 属 と その ほ か の 抗 票に よ る 皮内反応

　 19（〕7年 7 月 よ　り　4　カ ；］1臣］6つ ≦k、昌 丿と喘 だ〕、，　鼻二能，　蕁寐疹

の 外来 お よび 入 院患髫 201携 1二 ，コ ナ ラ， ク ヌ ギ，ア ラ

ヵ シ の 3g
一
の 花粉 工 t ’ス か よ び そ の ほ か の 抗 π：エ キ ス で

皮 内 反 症 を 行 な つ た ．そ の 成 積 を 』 2 の 右 側 に 、し，左

側 に コ ナ ラ ．ク ヌ ギ，ア ラ カ シ の い ずれ か に 陽性を示 し

た 26（，！）皮 内碇憲 の 成漬 を 小 した ．

　右鰍 こ な られ る よ うに ，圧 窿反 応陽 性率は ダ ニ ，圭 r ．

塵，Candida が 上 位 を 占め ，つ 1．・で ヨ モ ギ，ブ タ ク サ ，

シ 卩 審 な ど の 芦 紛 の 瓶 と な り．ア ラ カ 沼 よ12．｛　．fJiで カ モ

ガ ヤ
，

ス ス キ ，
カ ナ ム グ ラ とは ば同 程 隻 の 陽性車を 示 し

て い る ． こ の 図 に は 示 され て い な い が ，コ ナ ラ は 10．・t

％， ク ヌ ギ は 9 ．5駕 で ア ラ カ シ よ C・，や や 低い 無を 示

し，コナ ラ， ク r ギ，ア ラ カ シ い ずれ か に 陽性 を 示 した

の ；ま12，9毟芦二 な る ．

　左
／

π匙つ コ ナ ラ 辱三蕩
幽’
tTljで 1よ≡≒

’
二な カミtt’

b 　コ ナ ラ
， 　ク ヌ

ギ，ア ニ カ シ が 上 位を 占 r ” て い る が，　ヨ モ 彳 ，　カ モ ガ

ヤ ． プ タ グ サ
’
g どの t

’
Es，が ダ ニ ．

宀
内
｛
，　 eandida よ

ワも
一
真 易 t生率を 示 し花粉問 の 抗 F 類与憧 が うか カ〜わ れ

る ．

　3）　 ＝ ナ ラ
：？・花 勧 ニ キ ス に よ る 皮 宀 反 応 動 、主7［「

　 ：三 ナ ラ， ク ヌ ギ ，ア ラ カ シ などコナ ラ 属花勧 の い ずSl

か に 反 応 した 20症 例 の 極 々 の 抗 原 に よ る 皮 h 夊 免．の 成 r

を麦 3 に 示 し た，15種 の 花私，真菌 の 5 種，二 内鏨 ，
ダ

ニ ．キ ヌ な ど を 全〔乞、こ すな い ，竺宣、そ の ほ か の 花 黐 や

真 蒙
”

二 つ い て の 皮 「芍！之応 も1．之つ ノこ ．真菌 の 成 駆 は 省E蜜

L た
∫

，そ の よか の 化 恨 12種 の 成漬 』こ の 麦に

『
え た 、

表 中 の 故 　
’
よrミ内反 応 ○ 鳫義螽：を 10の 指数 て が し た ．

　 コ ナ ラ 匡花．．，こ対す る 麦 内反応 が 他 7）抗 東 よ り強 く反

応 L た ← P ノ、3 の 二 翫番 号 2 ，5 ， 6 ，7 ♪］n ：  エ6，

20，23の 8 ｛
．
で っ つ た ．　L色 5 と20iよア ラ カ シ

．
の み ，あ

る い は コ ナ ラ 異 の 3 琶 の み iこ 陽性 を 示 すが ，そ の 鳩但 ，

高 く な い ．・＿例 7 ，1G，16は 他 の 抗原 よ ウ特 に 強 く反応

し，　 ll　2 ， 6 も コ ナ ラ 属花
丁
广
｝で 1Ttい 鎮 向 が み られ る ．

な お 症 銅 23は コ ナ ラ に は 反 応 し て い な い が， ク ヌ ギ，ア

ラ カ シ で は 発 赤，膨疹 と もに 火 ぎか つ た ．

　症 例 1，至9，22は ス ギ ，カ ナ ム グ ラ ，ブ タ ク サ の 強 蕩

性反1 二伴，よつ て ． コ ナ ラ ，ク ヌ ギ，ア ラ カ シ で も反 址，

し て い る ．その ほ か 室内鑒，真穿 の 強翫 i父応 と 同釘 、二

反応 して い る ｛7・、や．何 が 主 因 抗
【
；πが わ か ら な い が ，そ の

ほ か の 抗原 と と もに 島姓 を 示 して い る 臼 もあ る ．

　4）　 コ ＋ ラ
vtA匿 冬 種花賀

ニギ ス 1こ よ る 皮内反応 の 祖関

　 左 3 に 示 され た 2S症色 に つ い て ，： ’ ナ ラ，ク ヌ ギ ，ア

ラ カ シ の 3 種両 の 皮 i有反応 の lt ウ 窪 云 4 に 尓 した ．
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．．
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表 5 　反 内 反 応 に よ る コナ ラ と ク 7t ギ の 関 係
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表 7　 5こ丹 畏 応 に よ る ク ス 軍 と 7 ラ カ シ の 靉 係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
『
r＝＝O，9ユ

　　　 …　　 ク ヌ ギ 花 9b ニ キ ス

　 　
’

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 か　 　 　 　 　 　

i10一  IO
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−Ti
計
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粉
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コし
キ 10

−T
　 i

ス
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12i

・i

13i

ー
　

ワ】
　

ワ】

5

176

ユ8

　 4

　 2

1　　 　 1

1　 　 2el

粥，　 ：
v ヌ ギ．　ア ラ カ シ が 2 例，　 ア ラ カ シ の み 陽性 が 3

例 ，
コ ナ ラ の み 雋 性 が 11列示 さ．iL’t・L ．

　次 の 表 5， 6 ， 7 に コ ナ ラ， ク ヌ ギ ，ア ラ カ シ の 各 2

者湖 の 皮肖反慰の 蘭 1嚢に よ る 椙 闘 を 示 した が，＝ ナ ラ と

ク ヌ ギ， ＝ ナ ラ と ア ラ カ シ お よ び ク ヌ ギ と ア ラ カ シ の 柑

闘 係数 は それ ぞれ γ ＝O．93，0．91，0．91で ，落葉型面志

の 2 ナ ラ と タ ヌ ギ は もち ろ ん ，常緑型 の ア ラ カ シ と もき

わ め て 高 い 掲 関 を 示 して い る ．

　 5）　 PK 反応

　軣 8 に 皮内反 応で 特 に コナ ラ 属 の 花粉に 強 く反応 した

症 倒， 2 ，5 ，6 ， 7 ，10、16，20 お よ び 23の PK 反応

の 成績を示 し た ．鞭例 2 ，7 ，IOで は ：1 ナ ラ． ク ヌ ギ ，

ア ラ カ シ の 3 者 に 陽 性 を 示 す が，同 時 に 擁例 2 で は ス

ギ ， 症 例 7 で は 室内塵 に も陽性を示 して い る ．症例 5 で

は ア ラ カ シ の み に 厘応 し て い る ．また 症｛菱ii21 よ PK 受 容

老 を 変えた ら陵性 を 示 し，症 例 7 も PK 受容者を変 え た

ら PK 価 が 5 倍以 上 の 変 fヒを 示 L て い る t 症 倒 6 ，16，

2Qお よ び 認 で は PK 反 応を 施行 し た 全 て の 抗康に 対 して

陰挫 を 示 し，症 飼 16お よ び23 は PK 受容老 を 変 え て も陽

性 を 示 さ な い ．しか し症倒 6 は 5 倍稀穀血清，症 傍20は

2 疳稀釈血 清 で 陰性 で ，原血 清 て は 試験して い な い ．

　 6）　 PK 反応中和 試験

　 PK 反応 で ，症 倒 5 は ア ラ カ シ だ げ に 反応 して い る の

で 問 題 は ない が ， 癨偶 2 ，　 7 ， 10は コ ナ ラ 属以外 に ス

ギ ，　す オ バ ＝ ，室 内戛，　 治 モ カ
1
ヤ な どに も反 応 し て い

る ．し た が つ て PK 反応中和試験を 行 な つ て ，お の お の

の 抗 原 に 対す る 皮膚 感作銃体 の 強 さ を検討 した ，画 3 に

症 倒 2 の 成羅 を 示 した ．コ ナ ラ
，

ク ヌ ギ
，

ア ラ カ シ は 互

の 抗体 を それ ぞれ 吸 収 し合 い ， さ ら に ス ギ の 抗体を も駁

収 して い る ．しか し、ス ギ は コ ナ う ♪ ク ヌ ギ ，ア ラ カ シ

表 8 　 PK 反 応 の 闘 僮 （コナ ラ 属 花粉症〉
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の 抗体 を扱 収 し て い な い ．す な わ ち，PK 反応で ホ され

た 症 倒 2 の 皮膚感作抗俸 は コ ナ ラ 属花粉 に 対す る もの と

解 され る ．嚢例 7 で は，図 4 に 示 した が， コ ナ ラ ，・7 ヌ

ギ ，ア ラ カ シ は 互 の 抗 体を 吸 収 し合 つ て い るが ，室内韲

に 対す る 抗悸 は 吸収 して い な い ．室内塵 も コ ナ ラ，ク ヌ

ギ ，ア ラ カ シ に 対 す る 抗体は 吸取 して い な い ，す なわ ち

症 tr］　7 の 皮 膚愈 翫 駕 まコ ナ ラ 属花禁 ｝こ対す る もの と室

内鏖 に 対 す る も の と， 2 種 の 抗 体 が あ る もの と 解 きれ

る ．症 夢厳0 も症 ［列7 と 同 ち藁の 毫吉果 カミ得 ら れ≠二 （図 5 ＞．

　7） 粘 謨反応

　主 と して 点眼試験を行 な い
， 陰性 の 場合 に 点鼻あ る い

は 吸入試験 を 行な つ た，破績 は 軣 9に 示 す ．症 齟 6お よ

び 23以 外 の 6 症例 は コ ナ ラ
， ク ヌ ギ，ア ラ カ シ の い ずれ

か に 反応 し て い る．慮 フ

ヨ反応 や PK 反応 で 強陽性を星 し

た ス ギ プ タ ク サ ， カ モ ガ ヤ あ る い は 室内螻に は 同 じ方

法 で は 反応 し て 」
’・な い ．

　誤反塔 は ア レ ル ギ ー性結 驥 炎 に は 誘発試験 と い え る

が ，気管支喘息 に は 必 ず し も誘発試験 とい うわ ；ナて は な

い ．しか し点 眼 試験が 吸 ヌ、誘 発 試 襲 に 代 珊 し うる と い う

報告は あ る
哨 ．し た が つ て こ れ ら 6 症銅 は コ ナ ラ 屈花紛

症 と して 支障 な い もの と考 え る ．

表 9　粘 膜 反 応 （コナ ラ 臨 花粉 症）　（数 字 は 抗 県 の 稀 釈 倍 数 を 示 す ）
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表 10　病歴 （コナ ラ 属花粉 症 ）

性
年
令

例症
例

琴

症
番

， 1原o −
k 。

5 内 ○ 利 ○

　 　 1241

♀

＿ 1

6

7

10

16

20

25　 0

　 　 　 　 ！

南 Q 秀 ○ 「 33

高○伸 ○ 118
　 　 　 　 i

船 ○ 直 0 　 　9

1一
安 ○ や Oi63

杉○ 明 ○ 15

♀

♂

AO

♀

Ω
1

症 状

呼 吸 困 難発 作

咽 頭 　そ 5 よ う感

峡 嗽 　 鼻 閉

作発難困吸

嗽

閉

呼

咳

鼻

呼 吸 困難発 作

鼻漏
く しや み

呼 吸 困 難発作
鼻漏　 く し や み

発 疹 　そ 5 よ 」感1

家 族 歴

うる し か ぶ れ

副 鼻腔炎

じ ん ま し ん

気管文瑞息

…じ ん ま し ん

既 往 噸 廟 瀏
「好発贓 1　　　　　好発時間

発 病 時

住 　 　 所

副 鼻 腔 炎

副 鼻腟炎
じ ん ま し ん

虫垂 炎 、

231968 年
　5月

　 1968年241
　 　 4月

321968 年
　 6月

1年

1年

湿 疹　　　 iIO

　　　　　I

1年

1961年
　　　 8年
　春

・一 ・月曙 …霜震
市

23

5〜 9月

6〜 9月

4〜 6月
ユ1月

：：  驫

早 朝

5 ： 00AM

I　 〜
18 ：　OOAM

泰 野 市
曲松

横浜 市

南区 大 岡

呼 吸 困 難 発 作

鼻 漏

鼻閉

呼 吸 困 難 発 作

鼻漏鼻 閉

宮○ か ○

．
鼻漏
く しや み

鼻閉

54E ♀

呼 吸 困 難 発 作・
鼻漏　鼻閉
湿疹

1カ ナ ム グ ラ 花．
粉 症

気 管 支 喘 息

気 管 支喘 息 虫垂炎

　 …1964年4
　　 春

じ ん ま し ん

薬疹

気 管支嚇息

・3111野

41

気 管支 喘 麿、48

1967年
　4月

1963年
　 6月

・年翻 瑁…1：器
ユ0年 ．1 年 中

半

朝
ヒ

夜

早

2年

6年

1 年 中

6月

早朝

朝

横 浜 市
1

港 北 区 下田

…
棺模 原 市
新 戸

伊 東 市

玖須美宿

東京
中 央区 銀座

症　例 （表 10）

　 i ）原○文○ （症例番号 2 ），24才，女

　主 訴 ， 咳嗽， 呼吸困難発作

　家族歴 ： 弟ボ ウ ル シ に か ぶ れ る．

　既往歴 お よ び 現症歴，15才頃か ら鼻閉感が 続き，副鼻

腔炎どい わ れ て い た ．1968年4 ∫］ド句か ら咽 頭 そ うよ う

感，咳嗽 を 訴 え る よ うに な り，5 月 に 入 る と喘鳰を 伴 な

う呼吸困難発作 に なつ た ，近医 の 治療を 受け，よ うや く

8 月 に なつ て 改善 した ．同年11月頃か ら再び咽頭そ うよ

う感 ， 咳嗽 が 起 り，翌 4 月 ま で 反 復 して い た が ，
5 月 に な

つ て ま た 呼吸 困難発作 を 繰 り返す よ うに なつ て ， 7 月 4

日来院 し た ．来院時，胸部 に 乾性 ラ 音 が 聴取 された 以外

に は ， ま た 胸部 X 線写真で も異常所見 は み ら れ な か つ

た ，皮内反応は 表 3 に 示 され た よ うに ， ス ギ ， イ ネ科，

Cand 量da お よ び コ ナ ラ 属の 3 種 に 腸性が 示 され た が，

PK 反応，粘膜反応 で は コ ナ ラ 属花粉 で もつ とも優位を

示 し て い る．住所は 出生以来町 田市相原で ，1967年 ll 月

以来 ， 近 くに 新築 した 家に 住 ん で い る ．北側 は コ ナ ラ ，

ク ヌ ギ を 含む 雑木林が密生す る御殿峠に 連な り， その 家

の 周囲に は 10本内外 の シ ラ カ シ が植 え て あ る ．

　 ii）内○利○ （症例番号 5 ）26才，家婦

　 主 訴 　咳嗽 ， 呼 吸 困 難発作

　家族歴，父，蕁麻疹

　既往歴，副鼻腔炎，蕁麻疹 ．

　現病歴 ，
1968年 4 月下旬か ら約 1 カ月間咳嗽発作を繰

り返 した ．その 後も時 々 軽い 咳嗽 は あつ た が ， 翌年 4 月

28日｝こ微熱 （37．5℃），咽 頭 灼熱感，咳嗽が 起 り，5 月 に

入 る と喘鳴 や 呼 吸 困難 も伴な う よ うに な つ た 。特に 夜半

12時過ぎと起床後間もな く起 こ り，　1 〜3 時問続く と，

喀痰 が 切れ て 楽に なる ．こ れを ほ とん ど毎 日繰 り返 し て

い た ．い わゆる 風邪薬，抗生剤などを服用 して い た が よ

くな らな い の で来院 した ．来 院 時 に は 胸 部 の ラ音 や そ の

ほ か 特別な所見は なか つ た ．皮膚反応 で は ア ラ カ シ の み

陽性を示 し，そ の ほ か の 花粉，真菌室内塵に は 全 て 陰 「生

だ つ た ．ア ラ カ シ に は PK 反応 で も， 吸 入誘発試験で も

陽性が示 され た ．金製剤 と対称療法で 咳嗽 も な くなつ

て ，来院 し なくなつ た ．住所 は 相模原市東林間 で 1968

年 1 月，名古屋市 か ら移 住 して きて い る．附近に は コ ナ

ラ とくに ク ヌ ギ の 純林が多 く，
シ ラ カ シ

， ア ラ カ シ もあ

る ．

　iiD 高○伸○ （症例番号 7 ），18才男

　主訴，呼吸 困難発作，鼻漏

　粟族歴 ， 同 胞 に 湿 疹が ある ．
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　 祝 庄至，坊 だ期 よ り四 疑 岳 鰯 に 渥 5 が li収 す る ，

　 現
一

de −
　196 三午 藩，い わ 、少る鼻風 邪に 引続 い て ，1柔4

’

か ら til．に ヵ汁 て 呼 及因 難 発咋が ご る よ うに な つ た ．最裨

の ラ ち は 春 た・−iだ つ た が ，次乗に 工O〜11q に も呼販最莠難
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く反応 し た ．睨 反 応 ， 吸 ノ 犇発）強 で は 鼠性 だ つ た が ，

ア ラ カ シ に ：よ明 ら．一・に
．
昜性 ヂ ・云さ れ た ．しか し図 4 に 示

した よ   こ 」 ナ ラ diり 花む ば ： 匁塰 こ 鰐す こ抗 体を 中和

し て い な い の で ， コ ナ ラ 曼花諺た 、ナて な く，＿零塵に よ

る瑞乱、で o あ る か も しオ な 、・，！所 は 孅 浜 南 南 区 大 一

で ，光病時 こ は コ ナ ラ ，ク ヌ ギ の 林 に 取 臣 まれ て い た と

い う．毘 在は 生宅 か 孺 し，少 な くな つ て い る が ，な ttsgag

斜 セに は か っ て の i縁 彡を 残 す コ ナ ラ， ク ヌ ギ を 主 とす る

雑 メ 抃 ガ 慢 廴．し て い る．
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己 tt，　 記 す べ きもの は な い ．

　 現　杭 正9δ鰹 春以来， 4 〜6 忘 こ は 海赫 の よ うに 午

前 4鼠 噴 加 ｝潟 呪 因 難 が 発i
ノ

ト仕 に ヒ る よ うに な り， 水 穿

！±鼻漏 や ：しや へ 鼻閉 も伴な つ た が，午 前 8 時頃 に は

｛ 復 し て い た ．こ 1 ら賑 厂：は 次 第 に ｛トだ け で な く ， 9〜

12月に も 一る よ うこ なつ て ，1959  7 月 25 来 院 し た ．

氷 涜 1与，，諒 iそ の ．まか に 異 営 汽 見 は な か つ た ．皮 内反 1・．
！よ1
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イ ヌ シ デ， ス ギ， イ ネ 科 な ど の 花 辮 お よ び 室内郎。 卓

ヌ ，タ ∴に 陽 ｛1を．、t した ，眼 庚応 て は 嘆 ウ か に ア ラ カ シ

イ

陽性 を 示 し ， ≧　聡 二 も
一

モ ：孔 胃 こ もわ ず か に 秘 癖 し

ナこ．PK 『乏亠して ．よ コ ナ ラ 髭 D3 名 に 125倍，竃 内寧 こ 25

イF 　カ モ ガ ヤ で 5 ξ音の 購 釈 血清 ま
一
で反 応 しノこ ．しカ．し P

K 反応に よ る 中和試 験 で は コ ナ ヲ 孱花 っ 1よ韋 内塵に 対す

る 抗 11；を xl し て い な い ．．確 こ は 麺例 7 と：様多元 症

侮 で あ る が ，コ ナ ラ 房花粉ぶ 主 となつ て い る もの 乙 壱、わ
’
1 る ．住可恥 ま低派 rL 港北 区

齟
下 国 で ，囲 辺 に は コ ナ ラ や ク

ヌ ギ の 林 ：ま參い ．

　以上 コ ナ ラ 犀花松 が 主 因 航 原 と な り、喘息 癨 状 を 起 二

して い る と思 わ淑 る 4 症 図 を 報告 した が ，表 10に 同 H．S こ

艮 内反応 祐熨 く応 で 陽性を示 した が PK 反応 で 蔭性 の

2 疑症 　，皮内反応 で と くに 他 の 坑冢 よ り 長 く反応 した
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2 症 鯛を 加 え て
一

8 　曳 の
宀

騨 ．病 ∴を 示 し，
’
な 症 ±

発況 季節 を 図 6 に 示 した ，

＝ ナ ラ
Fi

花粉 の 空 中飛散 ｛ 冤

　 1959 年 以 来 の 空 ；：1花 ：，の 静 渓 か ら L．tナ ラ 薦花粉 は ス

ギ，ヒ ノ タ 属， マ ツ 翼 ，こ つ ぎ，被子 廸斬 で は もつ と も多

く11．散 して い る こ とが 認 め られ た ．裾模．除市三：±　s ：の コ ナ

ラ 罠穣 物の 分布 は 箸葉型 の コ ナ ラ ，t’ヌ ギ が もつ と も多

く，つ い で シ ラ カ シ ，ア ラ カ シ ，ウ ラ ジ ロ カ シ ，ア カ ガ

シ な どの 常隷型 で ，落葉型 の ミ ズ ナ ラ ，カ シ ワ も 標 葛 の

・罵 い と こ ろ で み られ る ．こ 才1 ら の 花 窃 を 損互 に 諷 “け る

こ とは 難う・しい
」

れども， 中村
m

に 従 い ，大 き き に よ

つ て ，，1ナる と25〜32 μ の ：t・ナ ラ ， ミ J ，ナ ラ ボ もつ と も多

く ，32 μ 以 E の タ ヌ ギ，ヵ シ ワ が こ れ に つ ぎ，25 μ 以 下

の 常緑型 が もつ と も少ない ．花覧 歪散朗間 1 よ
tl．

に よ つ て

IO 日 以 E も の 掘 重 が み 瞬 る こ と 尭，あ る が，1965年 玉；
1
綬

4年1講で ば 4月 16日 か ら 6月 玉6 「rh二わ た o ．
・

ヌ
ぐ ゴ も

つ と も早 く，少 し お くれ て コ ナ ラ が 飛 散 し1．，　」 ），ア ラ カ

シ ，シ
『
ラ カ シ の 順 とな つ て い る ，米 圉 の Standard 　 Sa−

rupling 　Devlce，こ ならっ て ．Ziiした コ ナ ラ 匡花粉数 は ，

1968年 の 31個ノday か ら 三966年の 53督 ノda 、 に お よ び ， ＝

ナ ラ 嵐 花勤 つ 年間
紜

花を数 は 1967年 の 299督 か ら1965年
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写 真 1 ．ク ヌ ギ 花序．

写 真 4 ．　ク ヌ ギ 花粉．

写 真 2．　ア ラ カ シ 花序．

写真 3 ． コ ナ ラ 花粉．

の 528個 とな つ て い る ．年に よる花粉数 の 変動 は 他の 花

粉 に 比べ
， 少な い こ とが観察され て い る ．

　写真 1 お よ び 2 に ク ヌ ギ と ア ラ カ シ の 小枝 に ，豊富に

着生 した花序を示す．

　写真 3 ， 4 ，5 に コ ナ ラ，ク ヌ ギ お よび ア ラ カ シ の 各

花粉 を 示 す ．
if

写 真 5 ．ア ラ カ シ 花 粉．

考　案

　ブ ナ 科の コ ナ ラ 属植物は 普通 Lepid ・balanus （コ ナ

ラ亜 属
ls）

，　 white 　oak ），　 Erythrobalanus （red 　or 　black

oak ），　 Protobalanus （intermediate　 Qak ）お よび Cy −

clobaIanopsis （ア カ ガ シ 亜属
i3 ）

） の 4亜属に 分けられ

る
1：〉．先に も辻べ た よ うに 本邦に は Lepidobalanus と

Cyclobalanopsisの 2 亜 属 が 分布 して い る ．前著は 米国

で も主 なもの で あ るが，本邦 の コ ナ ラ， ク ヌ ギ ， カ シ

ワ，　 ミ ズ ナ ラ な ど，すべ て 米 国 の もの とは 種 の 域 で 異

なつ て い る
14 ）．後者は 降度 ある い は ア ジ ァ東部 に 分布

し
13 ）

， シ ラ カ シ ，ア ラ カ シ ，ア カ ガ シ ，ウ ラ ジ ロ ガ シ な

ど ， 本 邦 に み られ る もの はす べ て 常緑型 で 一般に は カ シ

（樫） で 総括され て い る．本邦に み られ る コ ナ ラ 属植物

の 分布を 岡 本省吾著 「原 色 日本 樹木図鑑」 よ り抜粋 し，

表 11に 示す。
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表 11　4 邦 ‘こ 享∫÷す る コ
ー
ト ラ 属 （Quercus、　Oak ）

　　　　 　　　　 植 善 り 分 布

7 ナ ラ 1：1属 ： Lepidobalanus

（落 藁 型 ： deciduuus 　【ype ）　　￥

北 ア メ　リ カ　　軍
・築 ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ リ カ 　 ヨ ー ロ
ッ

パ 　 7 ジ ア

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア フ 　リ　カ

二r ⊃1 ラ

Qu ・
・
匸
．
cus 　 serrata

ク　1 キ
’

Q ．・： uutissin コa

カ シ ワ

　（⊇．d じ ！ltata

北 海 道 　 本 弗 　 四 国 　 九
1累　 韜

鯨

ミ ズ
．｝．ラ Q ．mongOh し u

va 「 ・　gro 「bseser 「 ata

ア ベ ー
9 キ

　Q ．、
’
ariabi ［i＄

ナ ラ ガ v ワ

　Q、aliena

本 蚶 （岩手 県　秋 田 県 以 南） 四

国 　 九 ，嶺　 勃 ．群 　満 ！壕　 il 」 蓮

レ マ 44 ・「 ネ パ ー・…・ff
−・；丶　

　　　
’
　　　　丶　　　　　　

“「
　
・曽
　
」．

ノ

南 干 島　北 海 道　本嬬　 四 毘

九 癌 　 朝 誓 　満 蟹 　 〒 国

　　南 膿 な　南 干 島　北 海 道

本 淵 　　四 鼓 　 九 州　　朝 鮮 　 満

本 《i く山 形 県 以 南 ） 四 ヨ 　 九 棺

輟 鮮 　 満 封1　 『コ 国

本 難 （出 彭 県 以 爵 ） 四 国 　九 堵

朝 鮮 　満 鰭 　 中 匡 　 タ イ 　 印 度

支 那 　 1一  レ
．
マ

ア 刀 ガ シ 騨 罵 ；C ）
’
cE （）balanopsis

　 （常 慧 墨 ： e ・
・e ］

．
9 ・ e 巳 1ヨ tyP ［

一
）

寧

髄 翦 東 ノ ジ
．

　ア ラ カ シ 　 　 　 　 本 ・｝撫 福 島 県 以 毒） 四 国 九 t”t・”

　　Q ．giauca 　　　　 沖 鑓 　 串 螽 r＝南 部 　 ヒ
ー
ぐ ラ ヤ

　　　　　　　　　　 　（不
べ ←一∴ 交 で ）

　シ ラ ち ン　　　　　　 末 擢 （福 島 隈 以 南 ） 四 岡 　 九 州

　　Q ，myrsinaefolia 　中 国 宇 南謡
　 ウ 7 γ 「・尹ゴ シ

　　（2．こalicina

　 イ　千 イ　ガ ン

　　Q．ヨilva

　 ツ ク バ ネ ガ シ

　　Q．　 ・essi 　li　folia

　 ア カ ガ シ

　 Q ．acuta

ウ パ メ　ガ 　ン
・

本 トト1 （答 猛 県 ・碧i溝 票以 南 ） 四

国　　九
・鰯 　 …匡｝r綴

本 ン
｝｛｛ 戴関 更 以 西 ） 四 国 　 九 姻

亦 「巽

本赧 磯 i夷 以 西 ） 四 国　九 ．磁

　　 Q ．phiLlyraeoides 沖 通

　 　 し i‘村 四 郎 祷 　 岡 本 省吾 著

　　 （s　： ビnCy ⊂ ［OPedia 　Aln 巳 r ⊥cana 　に よ る ）

　開束黽 方少 な く と も相模漂市 お よ び その 湖辺 で は ，コ

ナ ラ，タ ヌ ギ の 分布 は ス ギ や マ ソ に 匹 敵 あ る い は そ れ 以

上 に 竃 ジ つ て い る が
，

ス ギ や マ ツ が 40〜50年以上 の 胃期

で 伐採 され る の に 比 べ ，主 に 薪炭 に 利粥 され る コ ナ ラ ，

ク ヌ ギ は 5 〜ユO年以 内 の 周 期 で 段採 され て い る ．した が

ム 轄 （福 島県 以 南 ） 四 国　九 州

南 朝 鮮 　台 湾 　 中 国

本 ゴ→‘ 〔瀞 岡 県 以 蕾 ） 四 国 　 ノL州

　 　 　 中 葭

　 　 　 原 色 日 本 樹 木 函 鑑 に

つ て ス ギ や マ ツ に 比 ぺ て
， 木は小さ く ， 当然花序の 数 も

少な くな る ．空 中花 粉数に もそ の 影響 が お よん で い る も

の と思わ れ る ，常壕型 の シ ラ カ シ や ア ラ カ シ な どは 落葉

型 の コ ナ ラ や ク ヌ ギ よ り．そ の 分 布 あ る い は 空 中花粉数

で遙か に 少ない が，山野 に 多い 落葉型 に 比べ ，人家 の 周

囲，社寺 の 箋ジ‘に 大 太 で み られ る の で ．人 に 接 触す る 機

会 は 比 較的多い と亀考 え ら き る ．

　 コ ナ ラ 属 花 粉 に よ る 皮 内反轄 の 陽 性 墨 は 花 粉 ニタ ス を

変え る ご とに 異な り，　2、5〜20．剖写と 非常 1こ ぼ ら つ ぎが

．チくきい こ と が 示 さ れ た ，平均す る と 6．6〜13．4彡6だ が，
エ キ ス 調製ぞ愛4 汚 月以内 に二fぞ用 しt，二場 台，　8．2〜正3，4彡ぎ
で ，カ モ ガ ヤ や カ ナ ム グ ラ と ほ ぼ 局 雀 隻 の 陽 性 率 で あ

弧 余 り低 い 輌 で は ない ．皮内反応慶値 は 症例 7 で lo
“S

〜10
−7

が 示 され た が，他は ir3 〜10
’s

で あ る ．表 4 の 症

例 19の カ ナ ム グ ラ の 10
−Sj

症 飼22の ブ タ ク サ ，ク ワ モ ドキ

の 10
一

ε〜10
−7

に 比べ る と そ の 闘値 は 低 い が， 症 例 【，
9 ，12な ど の ス ギ 花葛症 とは ほ ぼ 周 程 暖 の 螺蘰で あ る．

今ま で 報告 した ヨ モ ギ ， カ ナ ノ・グ ラ あ る い は ス ギ花饗

ti：：5；

と比 べ て も，ヨ モ ギ，カ ナ ム グ 5 よ b は 低 い が ，ス

ギ と は 同程箋 の 皮内反応閥 埴を 示 しで 、喝 ．PK 反 応 ，

限反応．級 入 誘発試験 な ど の 閾殖 斐，ヨ モ ギ や カ ナ ム グ ラ

花鞠症に 比 べ て 低 い ．

　 コ ナ ラ 花粉 工 キ．ス は 1967年 8 月に ヨ モ ギ と屍 時 に 使い

始め ，ヨ モ ギ 花 粉症 は その 年 の ア レ 7； ギ ー学 会で ，札幌

市 の ヨ ・モ ギ 花粉症 の 于 報
5 ；

に 追 旅 報 告
に ’

した が ， コ ナ ラ

花粉縮 は そ の 後 2 年間発 見で きな か つ た ．コ ナ ヲ 花粒 ニ

キ ス の 力価が 低 か つ た こ とともに， コ ナ ラ 異花粉 に 対す

る 麦 膚感作銃体籔が ヨ モ ギ 花粉症 の それ程高 くなか つ た

こ ともま た ，こ の 疾 病 の 発見が 遅れた 原因 と思 わ れ る ．

　 皮 丙夏応闘垣 に よ る コ ナ ラ ，
ク ヌ ギ ，ア ラ カ シ の 3 者

闘 の 槇哭 は 3 者 ともγ ＝ 0．9と非常 に 高 い 価を 示 し て い

る．PK 反応 ；
’b和 試 験 で も，互 の 抗体 を 暇 敬 し合 つ て い

る ．すなわ ち 、こ 勲 ら症 例 の 塩 清 は コナ ラ， ク ヌ ギ，ア

ラ カ シ の 3種 の 花粉 を 両 一
の 抗 頭 と し て 認 議 して い る か

に 愚 お れ る ． コ ナ ラ 属緻 物 の ekk，
・
， 空中花粉数 か ら，二

の 地区 の 俺民 の 大諦分は コ ナ ラ 属花粉 と接触 して い る と

考 え られ る ．こ こ に 報告 し k4 症 侮 が
， 特 に 1 種 の 花粉

だ ：ナに 蓮 1乍が 戌 立 し，同 冥の 盤 花欝 に 鑓 し て も交 叉 反塔

を 示 した もの が ，同舅内数 種 の 花 粉 に よ つ て 縁 り返 し感

作 され た もの か は ，帳竰 エ キ ス に よ る 皮 内反応、PK 反

応 で は 明らか ；こ し え な い ．コ ナ ラ、 ケ ヌ ギ ，ア ラ カ シ の

皮内反 ［憲戌 績 で は ア ラ カ シ で もつ と も高 い 陽性率 が 示 さ

れ ，ま た ア ラ カ シ だ け に ［Z応 した 例もあ り，ア ラ カ シ ）：
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もつ と も抗 凉 性 が 鹸 い よ ら に 患わ れ る ．し か し花 粭数 か

ら い うと 7 ラ カ シ な どの 常緑型 の 空 中花蓼♪は コ ナ ラ，ク

ヌ ギ に 比 べ て 遙か に 少 な い ．ま た PK 反応中和 試験 で は

互 の 抗体 を 優 収 し合 つ て い る の で
’
，ア ラ カ シ 花粉に 感作

さ れ た と い う よ り，ア ラ カ シ 花粉 エ キ ス の 抗原 挫 が 強 か

つ た と考え た い ．

　我妻らは 札黌龜方の シ ラ カ バ 花粉症 を 報告し，そ れ ら

症 飼 は 米霞 製 white 　 oak エ キ ス に も 強 い 感受性 を 示 し

た と述べ て い る
：e ］．表 3に も示 し た よ うに ，カ バ ノ キ 科

で は ハン ノ キ と イ ヌ シ デ の 花粉 ユ キ ス を 使 用 した ．し か

し店 側 m の み で 両 者 1二陽性 を 示 し て い る に す ぎず，ま tc

そ の 反窓 も弱 い ．摺蟆原市の 平 匙 で は シ 弓 カ バ 属 をまほ と

ん ど 自生 して い な い が，ハソ ノ キ 属 と ・7 マ シ デ 属櫨物は

撰 受 に 生育 し，花簍数 も必ず し も少なくは な い ．ま た カ

ノ1 ノ キ 科 もブ ナ 科 も両 じ ブ ナ 目に 含ま敦 る の で ，多少 の

其 遥抗原 の 存存 も可鼇｛ノ｝：IXあ る と思 お れ る が，こ こ で 報

着 し た 羨 例 で は 問 題 とな ら な い よ うで あ る ．な お 北灘道

に 多 い と い
bp

ミ ズ ナ ラ も相模原 市 嗣 辺 の 平地 に は ゑ られ

ず，海技 5e6m 以 辷の 高所 に 多 くな る ．

　White 　 oak （Q．　alba ） は コ ナ ラ ， ク ヌ ギ と 同様に ，

LepldQhalanus に 含ま れ る が
当り ，　 i麦 1 に 示 し た よ うに 皮

内反応陽性 率 は81｛朔中 4 ．9％ と低く，
こ こ に 報告 した 症

鋼中 6 ， 7，10に は 陽娃 を 示 した が，億 の 症 錐に は 反応

し て い な い ． エ キ ス を 再 躍 入 し て 検討 し て み た い と思

う．軣 1お よび 2 に 示 した よ うに ， 抗 原 エ キ ス は 長期

間使用す る と，そ の 抗凍性 が 低下す る よ うな 印象を 受 1ナ

る ．と くに 花扮に お い て そ の 傾向は 強い よ うで あ る
！e ），

　花勃喘息 は 枯草熱 に 比 べ ，発作季簫 が 該当す る 花粉 の

飛数期間だ け に 隈 ら な い こ と が
， 霞察され て い る

／t”）．喘

患の 県因 が 複雑で ある こ と を 裏 つ げ る が ，ま た 2 種以 上

の 病 因抗原 が あ る こ と もあ り，そ の 1 因 と考 えられ る ．

症 飼 6
， 7 に お い て も、室内麈に 対す る抗体 も同時 に み

とめ ら k．，登作季節も春 と秋 に み られ る ．両症例 と も発

病時期 は 春 で ，やが て 秩 に も症状を認 め る よ うに な っ た

とい つ て い る ．

　 ま た，近 くに ど ん ぐ りの 木や そ の 林 の あ る こ と、季節

は 舅 らか で な い が ．そ の 林 で よ く遊 ん だ こ と もの べ て い

る ．歙 の 喘 息発作 は 室内塵 に よ る と し て も，少 くと も春

の 鼻炎，喘 息発 1乍は コ ナ ラ 属花粉 に 対す る ア レ
S：”ギ ー症

状と して支葦ない もの と思 わ れ る ．木 の 芽 の 出 る 頃．喘

息発昨を起 こ す い わゆ る 木の 芽 喘息 と い う 言葉を 聞 く

が、こ の うち の か な りの 部分を ＝ ナ ラ 属花粉喘息 が 占め

る もの と思 わ れ る ．

　 コ ナ ラ 覊花竕飛散期間に 引綾い た 7 へ10慰 こ
， ア レ ル

ギ ー
疾患患者 20i倒中，4 例に 明らか な コ ナ ラ 屈花粉瑞

恩 が み い だ され ，
こ の 頻度で ゆ けば ， 相当数の 症齶を繰

験 し得 る と 慰わ れた ．しか し，そ の 後は 皮内反 応陽性率

は 徐 々 に 下 が り， 2 〜3 の 疑 わ しい 症例 も誘発試験 に 反

応 せず，翌 1970年 の 5 〜7 月の 安内反応 は 5 ．8％以下 の

陽性を 示 した ．1969年 6 月 以 前 と同 様 に 抗票力 価 が 低 く

た つ た た め に ， コ ナ ラ 属花粉嚇息 の 症 例が み い だ さ れ 難

くなつ た もの と解 され る ，換 言すれ ば、花粉飛散期 お よ

び それ に 引続 い た 季 節 に は 新 しい 花 粍エ キ ス で 入 念 に 精

査す艢 ま，気管支曠 息 の 2 ％前 俵に コ ナ ラ 属花粉症 の 典

型 倒 が み ら れ る もの と思 わ れ る ．

結　語

　 コ ナ ラ 属花粉 に よ る ア レ ル ギ ー佳 疾憲 i藝者 に 対す る感

1ワ｝三状 ミ兄を検討 し．た ．

　 D 　擢模原市 に お 汁 る コ ナ ラ 属花窃 の 空 中飛散量 は ス

ギ ， ヒ ノ ナ 黶，マ ツ 属 に 次い で 多 く，しか も年 度に よ る

花 懸数 の 変 動 は 少な い ．コ ナ ラ 属 で は コ ナ ラ 、・7 マ ギ の

落 尊型が 大部分 を 占め る が ．ア ラ カ シ ，シ ラ カ シ な どの

常 録型 もあ る ，

　2）　 コ ナ ラ属花粉 飛散期間後 4 ヵ 月以内に お け る ア レ

ル ギ ー性疾 患憲者 201 例 の コ ナ ラ 属花粉 エ キ ス に 対す る

皮内反 応陽性率は ，エ キ ス 調製後 6 カ 月以内 で は， コ ナ

ラ 10，4弩． ：7 ヌ ギ 9 ．5％ ア ラ カ シ 14．2弩で あ つ た ．こ

わ ら 3 者の 皮 内反応 に よ る お の 鉛 の の 拒関 は い ずれ も

γ
＝ 0．9ときわめ て 高 い 価が示 され た ．

　 3） 明 らか に コ ナ ラ 属花携症 と考 え られ る 4 例 と，P

K 反応が註明 され なか つ た 疑鬘 鋼 2 詞を 艱告 した ． 1 倒

は ア ラ カ シ の み に 反応 し，3 鰍 ま コ ナ ラ， ク ヌ ギ ，ア ラ

カ シ の 3 考 に 反応 し，こ れ ら 3 種 の エ キ ス を同
一

の 抗原

と し て 認識 して い る か ÷こ 思わ訌 る ．

　4）　 コ ナ ラ 属 花 粉喘息 の 窪 状 は 4 〜 6 月 の 花 粉 飛散 期

間 に
一
致す る が， 7 月な い し 9 月 ま で 縁 り返す症 弼 もあ

る ．ま た 2 飼 は 10〜12月 に も 再 び 発作を 起 こ し て い る

が ，こ れ ら症例 は 室 内塵 エ キ ス に も反応 して い る ．

　5） 抗原稀蟄 に ょ る 皮内反 応 の 閉値は 103〜IO：・etで ，

粘膜 反応 は 100倍 で あ る ．血清稀毅 に よ る PK 価は 1 〜

125で ，比較的低 い ，

　 6）　 ア レ ル ギ ー性 疾患患者 2〔｝4齶 中 4 倒 の 患者出現率

は 決 して 少な い 価 で は な い ．ニ ナ ラ 属花粉症 に対す る 関
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心 と同花桧ニキ ス の 流布 に し．た が い
， 本遘 の 発見 は 増す

もの と考 え らオしる．
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                                  A  Studv on  Pollinosis                                        '

            II. Atomospheric  Pollen Survcy in Sagamihara  City Kanagawa  Prefecture

                                     Kazuo  Furuya

      Department  of  Physical  Therapy  and  Mediclne, Schoo! of  Medicine,  University  ef  
rl;okye

                             (Director: Pre£  Yoshio Oshima)

                        Allergy  Centcr, Sagamihara  National Ho$pital

                              tDirector:  Dr.TakaoShida>                               - -t

    Air-born pelien  survey  Nvas  carried  out  in Sagamihara  city  during l965-l968,  according  to the  stand-

ards  of  the  American  Academy  olLAIIerg>'  tbr air-born  allergen  surveys  in USA.

    1> Japaficse cedar  (Cv,ptonteria j'aponical), Ns,hite  cedars  <Charuaec),Paris sPpl),  and  plnes C'Pinus spP>,
occupicd  z  majority  of  all  pollens.

    2) PredDminant  tree polleng in angiosperms  ",ere  oaks  /tquercus  spP), f.Zlereova serrata),hor"nbeams

(Clagpinus sPP),  a]dcr  (Almts spp), andhackberry  {Cflits sinensis>. Other tree  pollcns were  a few willews

(SZitix sPP},  maples  (Acer spp),, sycarnores  (Piatanus spP:･', chestnut  <Clastanea sPP:t,  chinquapins  (Chstarro-
PJis spp), walnut  (Jttgians), cherry  tLPIunus  sppji, EupttlEa and  so  on.

    3) Pollens of  grass family were  observed  abundantly  in 2 seasons  of  mayjune  and  septcmber--

Qctober.  In the  latter seasot),  svass pellefis ",ei'e  more  aburidant  than  those in the t'ormer season,  But
in the  former  season,  grass pollens -vere  rather  going  to  incrcase ycar  aftcr  vcar.
    

:l)

 Abundant  weecl  pollens }･x,-ere sagebrush  [Artemisia spp.l} shorL  aiid  giant ragxveed  t,Ambrosia

egatiorand  trijfda), .iapanese hop  (HitmttZus .?'aponicum),, and  fireabanc (Erigeron spp,),  Lamb]s-quarter

(CltanoPodium atbum),  mexican  tea  (.creno.bcd. an?brosieides),  pigrveed :[Amaranthus  spp.)  plumpopp}"
CMlacieaya cerdhla),  and  commen  plantain clPlantago asiatical)  i-iere  also  observed  fi'equendy.

    5) Pollens orJapanase  cedar,  pine  and  oak  showeda  little change  on  each  count  every  year. On
the  other  hand, pollens of  white  cedar  and  japanese elm  changed  remarkably  f'rom year  to  year,

    6) Pollinating periods  ofpine,  oak  andjapa.nese  elm  in spring  sho}ved  remarkable  change  accerding

to the  atmospheric  tempei-atuve.  But sagebrush  in autunm  showed  HtLle change  ever>r  yeur  in pollinating
period.

                                  A  Studv on  Pollinosis                                        '

                  III. The  Significance of  Oak  (gcnus Quercus) in Pollinosis

                                     Kazuo  Fumiya

      Department  o ±
'
 Physical Therapy  and  Medicine,  School of  Mcdicinc, Unix,ersity of  Tokye

                             (Dh'ector: ProtL 
il'eshio

 Os}iirna>

                        Allergy  C'enter, Sas.amihara National  Hospitai

                               c'Director: Dr, TakaoShida')･

    Ineidence  oi'  sensitization  with  air  bot'n oak  poilens "'as  studied  at  Sagam{hara  National Hnspital,

    1> Air born aak  po]lens ",ere  abundant  sccondary  to pol]ens fromJapanese  ceder.  x-.hite  c:eder  and

pine  in Sagamihara  city  and  there  xvere  littie dlfl'erence of  those  pollen counts  according  to the  year,
Oak  pe]]ens were  from mainlFi  oak  KOINIARA  {1<?ttercus serratal},  oak  KUNUGI  'L'e. acutissitna)  et

decidueus type  Csubgentts Lepidbatanus); and  eak  ARtXKASHI  :Iq.  ginuea)] and  oak  SHIRAKASHI  (Q,
nlj;rsinac]'biia]}  of  cvergreen  t>.pe (subgenus CJLclobatanopsis}･.

'
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    2) Ameng  201 patients with  allergic  disease, the  rate  of  positive intradermal reactioRs  for oak

pollen extracts  showed  IO.40x'6 to oak  KONARA,  9.5%  te oak  KUNUGI  and  12,49jb' to oak  ARAKASHI
during  fou[ months  after  oak  po11inating peried. The  correlation  bet".een each  t".e  ameng  these  three

reactions  to oak  pollen extracts  were  very  high, //correlation  coeficicnt  e,91),

    3) Four  cases  which  rcvealed  positive intradermal and  mucus  membrane  reactions  and  passive
transfer reactions  to oak  pol}en and  two  suspicious  cases  which  revealed  negative  passive transfer  reactions

and  positive intradermal and  mucus  membranc  rcactions  to  them  were  reported,  One  Qf  the  four cases
reacted  to eak  .A.RAKASHI  only,  the  othet'  cases  reacted  to 3 oak  species.  It "ras  presumed  from  the

rcsults  of  neutralization  tests in vivo  that  they  recognized  thesc  threc  pollens as  thc  same  antigen,

    4) Asthma  attacks  ln five cases  ol' hay asthtna  due  to oak  pollen  occurred  in its pollinating perlod

(April-June) and  rcpeated  till Ju]y or  September  in some  cascs,  Two  cases  had  the  attacks  again  in

October to December  and  they  also  reacted  to  house  dust  extract.

    5) Four  patients with  oak  hay  asthma  reacted  with  till 10S to 10T time  dilution of  oak  pollen extracts

by intradermal  tests and  PK  titers "'ere  l to 125. These  thresholds  "'ere  le"'er than  the  thresholds  in

patients with  ssreed (sage, ragweed,  Japaneses hop, etc)  pollinosis.

    6) The  ratc  of  occurrence  that  four cases  ofoak  polLinosis were  fbund  out  among  201 paticnts with
a!lergic  diseases was  estimated  to be not  so  low because these kinds of  extracts  have not  been "'idely  used

inJapan.  Oak  pollen sensitive  patients might  be detected further morc  following interest and  attention

in this disease and  practical application  of  these pollen extracts,
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